
                                                                   

公益財団法人 豊田理化学研究所  
第 25 回 フェロー研究報告会 

 
日    時   2019 年  2 月 28 日（木） 14：00～17：00 
主催・会場   公益財団法人 豊田理化学研究所 井口洋夫記念ホール 

協    賛   株 式 会 社  豊田中央研究所  
 
 
 

 

＜プログラム＞ 

 座長 北川禎三理事  
 
 
14：00～14：05  開会挨拶 
 
 

報告1. 14：05～14：35        

金属錯体における動的スピン平衡および連鎖する分子磁性の研究 

小島憲道 フェロー  
Study on the dynamical spin equilibrium and its induced successive magnetic 

phase transition for transition-metal complexes 
Norimichi Kojima 

 
金属錯体の中には、基底状態として Hund

則に従う高スピン状態と Hund 則が破れた低
スピン状態が速い時間スケール(～10-7 s)で入
れ替わる現象（動的スピン平衡）が観測され
ることがある。本研究では、動的スピン平衡
現 象 を 導 入 し た 集 積 型 金 属 錯 体
A[MIIFeIII(mto)3] (A = (n-CnH2n+1)4N, etc.; M = 
Mn, Fe, etc.; mto = C2O3S)の開発、動的スピン
平衡に起因する内部磁場のフラストレーシ
ョンの発現およびこれに連動して起こる磁
気相転移を中心に報告する。 

 

 
 
 
 
 
 



 
 

報告2. 14：35～15：05        

アエロジェル中での固体ヘリウムの結晶成長 

奥田雄一 フェロー 
Crystal growth of solid 4He in the aerogel 

 Yuichi Okuda 
 

超流動中から生成される固体ヘリウム４の
結晶成長速度は、絶対零度に向かって発散的に
増大する。この固体を 95～99％という空孔率を
持つアエロジェル中で成長させると、ランダム
ネスと量子効果の攻め合いと考えられる新しい
結晶成長ダイナミクスが明らかになった。同時
に、結晶成長のために必要な原子が結晶中を移
動するという質量輸送が、ある温度を境に突然
発現するという驚くべき現象が発見された。こ
れらの結果について報告したい。 

 
 
 
報告3. 15：05～15：35        

ナノグラフェンの電子構造と磁性 

榎 敏明 フェロー 
Electronic and magnetic structures of nanographene 

Toshiaki Enoki 
 

ナノグラフェンの端はアームチェア型とジグザグ型を基本として、その組み合
わせとして記述出来る。アームチェア型端では、電子波の干渉により定在波が形成
され、ナノグラフェンは安定な電子構造を有する。一方、ジグザグ端では、端に局
在した非結合π電子状態(エッジ状態)が形成され、その状態を占有する不対電子は
局在スピンを持ち、電子的、磁気的、化学的活性の起源となる。本研究では、端に
局在したエッジ状態スピンの持つ特異な磁気構造とスピンダイナミクスについて
報告する。 
 

 
 
15：35～15：55   コーヒーブレイク 
 



 
 
報告4. 15：55～16：25        

合金状態図(相図)と組織制御に関する研究 

石田清仁 フェロー 
Research on Alloy Phase Diagrams and Microstructural Control 

Kiyohito Ishida 
 

各種構造及び機能材料に関する状態図(相図)と組織制御について熱力学観点か
ら解析を行い、材料設計を行うため
の基礎的知見を得た。Ti 合金の相安
定性については、合金元素の部分モ
ル自由エネルギーの値に基づいて、
Al 当量と Mo 当量を定義する事が
出来、これらの値によって実用 Ti
合金のα（hcp）/β（bcc）相平衡
を予測する事が出来た。また鍛造用
Co 基超耐熱合金における L12 構造
の金属間化合物の体積分率を制御
する事により、高温での熱間加工に

優れかつ使用温度では高いクリープ強度を有する新しい合金開発に成功し、実用化
を開始した。 
 
 
報告5. 16：25～16：55        

金属中の合金元素近傍の局所格子歪と合金物性 

森永正彦 特任フェロー 
Local Lattice Strain around Alloying Elements in Metals and 

Its Influence on Alloy Properties 
Masahiko Morinaga 

 
金属中に原子サイズの違う合金元素が
入ると、合金元素近傍の母金属格子に
局所歪が導入される。この局所歪につ
いては、これまで殆ど研究されていな
いので、各種金属中の局所格子歪の大
きさを系統的に計算した。歪エネルギ
ーは熱エネルギーと同程度の大きさが
あり、温度とともに変わる多くの合金
物性に影響を及ぼす。例えば、合金の

機械的性質やマルテンサイト変態開始温度との関係について報告する。 
 
 
16：55 閉会挨拶 

 
 



締め切り：2014 年 5 月 23 日(金) 
◆参加者には参加証をお送りしますので、当日ご持参いただき守衛所に提示くださ

い。 
 

[交通アクセス] 

公 益 財 団 法 人  豊 田 理 化 学 研 究 所  ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.toyotariken.jp/index.html （愛知県長久手市横道 41 の 1） 

・ ＪＲ名古屋駅にて地下鉄東山線に乗り換え終点「藤が丘」下車、リニモに乗り換え 

    長久手古戦場駅下車、東方向へ徒歩約７分 

・ 愛知環状鉄道八草駅下車、リニモに乗り換え芸大通駅下車、西方向へ徒歩約７分 

◆駐車スペースに限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。 

 
[お問い合わせ] 

（公財）豊田理化学研究所・事務局 （ＴＥＬ 0561－63－6141） 

 
 

 

 参加申し込み 

参加費：無料 
ご所属、お名前を記し下記のＥメールアドレスへお申し込みください。 
riken@toyotariken.jp 

締め切り：2019 年 2 月 15 日(金) 
・参加者には参加証をお送りしますので、当日ご持参いただき守衛所に呈示ください。 
なお、お申込み多数の場合は抽選で決定させていただきますのでご承知おきください。 

 交通アクセス 

公益財団法人 豊田理化学研究所 https://www.toyotariken.jp/location 

愛知県長久手市横道 41 の 1 

・「名古屋駅」から地下鉄東山線「藤が丘駅」経由、リニモに乗り換え「長久手古戦場駅」下車。

徒歩で東へ約 10 分。 

・愛知環状鉄道「八草駅」からリニモ「芸大通駅」下車。徒歩で西へ約 10 分。 

・駐車スペースに限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。 

 
 お問い合わせ 

（公財）豊田理化学研究所・事務局 （ＴＥＬ 0561－63－6141） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊田中央研究所 

トヨタ博物館 

名鉄バス 
ﾄﾖﾀ博物館前 

ﾘﾆﾓ 芸大通駅 

ﾘﾆﾓ 長久手古戦場駅 

【聴講会場】 
豊田理化学研究所 
井口洋夫記念ホール 

【来客 P】 

棒振 
① 守衛所 

参加証をご呈示ください 

② 受付 

参加証をお渡しください 

http://www.toyotariken.jp/index.html
mailto:riken@toyotariken.jp
https://www.toyotariken.jp/location

